
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●給食をわくわく楽しみにする子ども 

●食べたいもの好きなものが増え、すくすく育つ 

 子ども 

●みんなと仲良く食べられるいきいきした子ども 

 

 

保育園は、子どもたちにとっては小さな社会との出会いであり、集団生活のスタートです。食べることは生きる源

で、生涯にわたる食を営む力を育む大切な乳幼児期です。 

ニチイキッズは、保育園で出会う初めての給食だからこそ、子どもたちにとって楽しみで、みんなで一緒に同じも

のを楽しく食べる時間にしていきたいと考えています。「おもいっきり給食」は、厚生労働省の「保育所における食育

に関する指針」にもとづき「食べることを楽しみ、食事を楽しみ合う子ども」を目指した給食です。 

「おもいっきり給食」の大きな特色は、国が設定する乳幼児の食事摂取基準の栄養価を満たしながら、「乳・卵・小

麦」を使用しない、アレルギーのある子もない子もみんな一緒に同じ給食を安心・安全に食べる給食提供です。同じ

食卓で、同じ給食を食べることにより、みんなで「おいしいね」を共有する喜びや、食を話題にした楽しい会話で、

子どもたちの食への関心や興味を自然に培っていきます。 

「乳・卵・小麦」は、乳幼児の食物アレルギー発症の原因食品の 8割を占めており、子どもの食をめぐっては、発

育・発達の重要な時期にありながら食習慣の乱れや思春期のやせといった心と体の健康問題を抱えております。国で

はこの問題に対し、乳幼児期から正しい食事のとり方や望ましい食習慣の定着、食を通じた人間性の育成の必要性を

示しています。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

食育活動は、食物を通して様々な体

験をし、食に触れる楽しみを味わう

ことで食への関心を育み、食の基礎

を培います。子どもは、毎日の食事

の中で、食事をつくる人を身近に感

じ、つくられた食事をおいしく、楽

しく食べ、それが「生きる」ことに

つながっていくのです。成長してい

く上で、とても大事な活動となりま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 


